













学位記番号第 1 8 798 号
学位授与年月日 平成 16 年 3 月 25 日
























はほぼ同じで約 40 倍、 10500Cは約 100 倍向上し、歯元曲げ疲労限は鍛造温度 850、 9500Cはほぼ同じと見なせ約



















鍛造温度 850、 950"Cでは約 40 倍、 10500Cでは約 100 倍向上している。この高強度化の要因は、鍛造による旧 γ 粒
の微細化、マルテンサイトの強靭化などの鍛造焼入れ効果との相乗効果であることを明らかにしている。
以上の研究成果は、鍛造品、鍛造工程の付加価値を向上させる鍛造工法を実現するにあたり、有益な応用研究成果
であり、博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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